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国
立
公
文
書
館
創
立
四
十
周
年
記
念
連
続
企
画
展
報
告 

 
 

 

は
じ
め
に 

  

国
立
公
文
書
館
は
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
七
月
一
日
に
開
館
し
、
平
成
二

十
三
年
で
四
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
平
成
二
十
三
年
度
の
企
画

展
で
は
、「
国
立
公
文
書
館
創
立
四
十
周
年
記
念
連
続
企
画
展
」
と
題
し
、
月
替
わ
り
で

所
蔵
資
料
を
紹
介
す
る
「
連
続
企
画
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
六
回
の
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。 

  

国
立
公
文
書
館
創
立
四
十
周
年
記
念
連
続
企
画
展 

 
 

 

Ⅰ 

は
た
ら
く
動
物 

 
 

 

Ⅱ 

百
年
前
の
教
科
書 

 
 

 

Ⅲ 

東
ア
ジ
ア
か
ら
み
た
日
本 

―
漢
籍
と
写
本
― 

 
 

 

Ⅳ 

公
文
書
資
料
群
の
形
成 

 
 

 

Ⅴ 

将
棋
む
か
し
む
か
し 

 
 

 

Ⅵ 

明
治
期
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
日
本
建
築
・
日
本
庭
園 

  

以
下
に
、
各
回
の
「
連
続
企
画
展
」
の
企
画
・
構
成
を
行
っ
た
担
当
者
に
よ
る
報
告

を
掲
載
し
、
「
連
続
企
画
展
」
の
展
示
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

 
 
 

Ⅰ 

は
た
ら
く
動
物 

  

平
成
二
十
三
年
五
月
九
日
（
月
）
か
ら
六
月
三
日
（
金
）
ま
で
、「
国
立
公
文
書
館
創

立
四
十
周
年
記
念
連
続
企
画
展
Ⅰ 

は
た
ら
く
動
物
」
展
を
開
催
し
た
。
牛
車
・
軍
馬
・

鷹
狩
・
補
助
犬
な
ど
、
古
く
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
「
動

物
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
当
館
所
蔵
資
料
の
な
か
か
ら
、
主
に
江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で

の
「
働
く
動
物
」
に
焦
点
を
あ
て
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

本
企
画
展
で
は
、 

 
 

①
馬
や
牛
、
犬
な
ど
の
人
々
の
生
活
に
古
く
か
ら
か
か
わ
り
の
あ
る
動
物
を
中
心

に
、
人
と
動
物
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
展
示
と
す
る
こ
と
。 

 
 

②
当
館
所
蔵
の
多
種
多
様
な
資
料
を
用
い
つ
つ
、
わ
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す

い
展
示
と
す
る
こ
と
。 

 

こ
の
二
つ
を
念
頭
に
企
画
を
立
て
た
。
特
に
資
料
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
江
戸
時

代
の
古
書
・
古
文
書
や
明
治
時
代
に
政
府
が
収
集
し
た
洋
書
な
ど
の
ほ
か
、
動
物
に
関

す
る
法
律
や
各
省
庁
の
発
行
し
た
刊
行
物
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
公
文
書
も
積
極
的

に
活
用
し
た
。
ま
た
、
動
物
と
い
う
身
近
な
テ
ー
マ
だ
け
に
、
彩
色
さ
れ
た
絵
入
り
の

資
料
や
写
真
を
多
く
展
示
す
る
こ
と
で
、
来
場
者
に
な
る
べ
く
親
し
み
を
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
資
料
や
解
説
を
読
ま
な
く
て
も
「
見
て
楽
し
い
」
気
分
に
な
る
よ
う
に

と
心
が
け
た
。
展
示
資
料
は
、
全
四
十
点
。
会
期
中
、
一
部
、
展
示
替
え
を
行
っ
た
。 

 

展
示
は
、
前
半
で
【
馬
】
【
牛
】
【
犬
】【
鷹
】
【
鶏
・
鵜
・
鳩
】
の
よ
う
に
動
物
ご
と

に
資
料
を
紹
介
し
、
後
半
は
【
さ
ま
ざ
ま
な
つ
き
あ
い
―
食
べ
る
・
使
う
・
学
ぶ
・
愛

 
 

国
立
公
文
書
館
創
立
四
十
周
年
記
念
連
続
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画
展
報
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一
五
七

 
 
 

国
立
公
文
書
館
創
立
四
十
周
年
記
念
連
続
企
画
展
報
告 

で
る
・
守
る
―
】
と
し
て
、
動
物
と
人
間
と
の
か
か
わ
り
を
取
り
上
げ
る
二
部
構
成
と

し
た
。
展
示
解
説
及
び
資
料
の
請
求
番
号
を
掲
載
し
た
展
示
の
し
お
り
も
作
成
・
配
布

し
た
。
し
お
り
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
主
な
展
示
物
」
と
し
て
掲
載
し
て
い
る

の
で
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。 

 
 

 
http://w

w
w

.archives.go.jp/exhibition/jousetsu_23_1_details_1.htm
l 

 

ま
た
壁
面
に
は
、『
古
今
要
覧
稿
』
な
ど
か
ら
、
ラ
ク
ダ
や
ク
マ
な
ど
の
絵
を
パ
ネ
ル

に
し
て
掲
示
し
た
。 

 

な
お
、
本
企
画
展
は
、
東
日
本
大
震
災
直
後
の
節
電
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
ム
ー

ド
が
続
く
な
か
に
あ
っ
て
、
来
場
者
数
六
百
六
十
七
人
と
、
ま
ず
ま
ず
の
成
果
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
平
成
二
十
四
年
度
の
つ
く
ば
分
館
の
夏
の
企
画
展
「
は
た
ら
く
動
物
と
百

年
前
の
教
科
書
」
と
し
て
も
再
構
成
さ
れ
、
絵
や
図
を
多
用
し
た
展
示
が
、
夏
休
み
期

間
中
の
親
子
連
れ
に
好
評
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

今
後
も
、
も
し
機
会
が
あ
れ
ば
、
人
々
の
暮
ら
し
に
力
点
を
お
い
た
親
し
み
や
す
い

展
示
、
そ
し
て
博
物
館
や
美
術
館
と
は
異
な
る
公
文
書
館
な
ら
で
は
、
と
い
う
展
示
を

心
が
け
て
ま
い
り
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

（
本
村
） 

  
 

 

Ⅱ 

百
年
前
の
教
科
書 

  

平
成
二
十
三
年
六
月
七
日
（
火
）
か
ら
七
月
八
日
（
金
）
ま
で
、「
国
立
公
文
書
館
四

十
周
年
記
念
連
続
企
画
展
Ⅱ 

百
年
前
の
教
科
書
」
展
を
当
館
一
階
の
展
示
施
設
の
十

三
ケ
ー
ス
を
使
っ
て
行
っ
た
。
百
年
前
の
小
学
校
で
は
、
ど
ん
な
教
科
書
を
使
っ
て
、

ど
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
親
し
み
や
す
い
テ
ー
マ
を
選
び
、
当
館

が
所
蔵
す
る
日
露
戦
争
後
に
編
纂
さ
れ
た
「
国
定
第
二
期
」
の
教
科
書
な
ど
二
十
八
点

を
展
示
し
た
。
入
場
者
数
は
、
土
日
を
除
く
二
十
四
日
間
で
、
九
百
四
十
八
人
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
企
画
展
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
三
日
（
月
）
か
ら
八
月
三
十
一
日
（
金
）

に
つ
く
ば
分
館
で
行
わ
れ
た
夏
の
企
画
展
に
お
い
て
も
、「
Ⅰ 

は
た
ら
く
動
物
」
と
と

も
に
再
構
成
さ
れ
、
夏
休
み
中
の
親
子
連
れ
な
ど
に
好
評
を
得
た
よ
う
だ
。 

 

今
回
の
展
示
で
は
、
始
め
の
二
ケ
ー
ス
で
、
当
時
の
小
学
校
数
や
今
の
小
学
生
の
身

長
体
重
と
の
比
較
な
ど
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
や
、
教
科
書
と
初
等
教
育
制
度
の
歴
史
に

関
す
る
年
表
な
ど
を
ま
と
め
て
展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
小
学
校
の
イ
メ
ー

ジ
と
「
国
定
第
二
期
」
の
教
科
書
の
特
徴
を
つ
か
ん
で
も
ら
う
た
め
の
効
果
的
な
導
入

部
を
目
指
し
た
。
以
下
一
ケ
ー
ス
ご
と
に
、
修
身
・
国
語
・
算
数
・
理
科
・
地
理
・
歴

史
・
図
画
・
習
字
の
教
科
書
の
中
で
、
当
時
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所

を
展
示
し
た
。
そ
の
際
、
読
み
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
解
説
の
文
字
は
で
き
る
だ
け
大

き
く
し
、
行
間
は
な
る
べ
く
広
く
取
っ
た
。
フ
ォ
ン
ト
も
教
科
書
展
に
ち
な
み
「
教
科

書
体
」
を
用
い
た
。
堀
辰
雄
や
棟
方
志
功
な
ど
、「
国
定
第
二
期
」
の
教
科
書
を
実
際
に

使
っ
た
著
名
人
に
よ
る
各
教
科
に
つ
い
て
の
回
想
録
を
配
置
し
た
り
、
算
術
の
文
章
題

の
答
え
を
付
し
た
り
し
て
、
展
示
に
臨
場
感
を
持
た
せ
る
よ
う
努
め
た
。 

 

壁
面
パ
ネ
ル
は
、
展
示
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
一
方
、
時
に
ケ
ー
ス
と
壁
面
の
ど

ち
ら
に
目
を
向
け
て
よ
い
か
迷
わ
せ
る
の
で
、
今
回
は
用
い
な
か
っ
た
。
た
だ
、
地
理

に
関
し
て
は
、
世
界
各
国
の
挿
絵
の
小
さ
な
パ
ネ
ル
を
七
枚
自
ら
作
成
し
、
ケ
ー
ス
の

外
側
に
磁
石
で
貼
り
付
け
、
ア
ク
セ
ン
ト
を
添
え
た
。
し
お
り
は
、
展
示
資
料
に
つ
い

て
の
解
説
を
思
い
切
っ
て
省
き
、
見
開
き
に
見
所
の
画
像
と
他
の
資
料
も
見
て
み
た
く

な
る
よ
う
な
短
い
言
葉
と
を
き
れ
い
に
並
べ
、
本
の
よ
う
に
し
た
。
し
お
り
の
最
後
で

次
回
の
展
示
会
の
お
知
ら
せ
を
し
、
次
に
バ
ト
ン
を
つ
な
い
だ
。 

 

展
示
会
後
、
構
成
し
直
し
、
「
公
文
書
で
探
究
『
一
〇
〇
年
前
の
教
科
書
』
」
と
い
う

題
で
、
十
五
回
に
わ
た
り
、
歴
史
公
文
書
探
究
サ
イ
ト
「
ぶ
ん
蔵
」
で
公
開
し
た
。 

 

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、
事
前
調
査
の
充
実
や
来
場
者
の
対
象

を
よ
く
考
慮
し
、
親
し
み
や
す
い
テ
ー
マ
で
、
楽
し
く
魅
力
あ
る
展
示
を
し
て
い
き
た

い
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

（
髙
田
） 
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国
立
公
文
書
館
創
立
四
十
周
年
記
念
連
続
企
画
展
報
告 

 
 

 

Ⅲ 

東
ア
ジ
ア
か
ら
み
た
日
本 

―
漢
籍
と
写
本
― 

  

平
成
二
十
三
年
七
月
十
二
日
（
火
）
か
ら
八
月
十
二
日
（
金
）
ま
で
、「
国
立
公
文
書

館
創
立
四
十
周
年
記
念
連
続
企
画
展
Ⅲ 

東
ア
ジ
ア
か
ら
み
た
日
本 

―
漢
籍
と
写
本

―
」
展
を
当
館
一
階
の
展
示
施
設
の
一
部
で
実
施
し
た
。
展
示
史
料
は
、
十
五
世
紀
か

ら
十
九
世
紀
の
あ
い
だ
に
著
さ
れ
た
日
本
に
つ
い
て
の
漢
籍
お
よ
び
そ
の
写
本
で
あ
る
。

展
示
は
大
き
く
二
つ
の
時
期
（
中
近
世
と
近
代
）
に
分
け
て
行
っ
た
。 

 
 

〈
中
近
世
〉
展
示
史
料
『
海
東
諸
国
紀
』
『
日
本
国
考
略
』 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

『
籌
海
図
編
』
『
日
本
風
土
記
』 

 

中
近
世
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
地
域
を
と
り
ま
く
共
通
の
問
題
の
一
つ
に
、
倭
寇
に
よ

る
海
賊
行
為
が
あ
げ
ら
れ
る
。
倭
寇
は
、
現
在
の
長
崎
県
五
島
列
島
付
近
を
根
拠
地
の

一
つ
と
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
日
本
は
倭
寇
の
根
拠
地
が
あ
る
国
と
し
て
注

目
さ
れ
、
専
門
の
研
究
書
が
著
さ
れ
た
。
内
容
は
、
日
本
沿
岸
部
の
詳
細
や
周
辺
島
々

を
含
ん
だ
地
図
の
ほ
か
、
地
理
・
歴
史
・
文
化
・
風
土
・
特
産
・
政
治
・
制
度
・
言
語

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
れ
ら
は
、
著
者
が
外
交
使
節
と
し
て
日
本
を
訪
問
し
た
際
の

実
体
験
に
基
づ
い
て
記
述
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
、
交
易
等
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

情
報
な
ど
に
よ
っ
て
記
述
し
た
も
の
で
誤
謬
も
含
ま
れ
る
が
、
中
近
世
の
日
本
が
東
ア

ジ
ア
の
国
々
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
伺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
。 

 

こ
れ
ら
の
漢
籍
は
、
当
該
国
で
あ
る
日
本
に
も
輸
入
さ
れ
写
本
も
作
ら
れ
た
。
当
館

に
は
希
少
な
写
本
も
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
序
跋
や
刊
記
か
ら
は
史
料
的
価
値
や
書
写

の
状
況
や
背
景
な
ど
が
、
所
蔵
印
か
ら
は
写
本
の
来
歴
が
わ
か
る
な
ど
、
当
館
が
所
蔵

す
る
漢
籍
お
よ
び
そ
の
写
本
で
し
か
で
き
な
い
展
示
が
行
え
た
。 

 
 

〈
近
代
〉
展
示
史
料
『
使
東
述
略
』
『
游
歴
日
本
図
経
』 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

『
扶
桑
遊
記
』
『
日
本
雑
事
詩
』 

 

十
九
世
紀
以
降
の
日
本
は
、
東
ア
ジ
ア
で
い
ち
早
く
近
代
化
を
成
し
遂
げ
た
国
と
し

て
注
目
さ
れ
た
。
展
示
史
料
は
、
い
ず
れ
も
実
際
に
日
本
を
訪
問
し
た
、
あ
る
い
は
長

期
に
わ
た
っ
て
滞
在
し
た
外
交
官
や
政
治
家
な
ど
が
、
明
治
の
日
本
に
つ
い
て
記
し
た

も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
、『
游
歴
日
本
図
経
』
は
全
十
四
冊
に
及
び
、
日
本
の
天
文
・

地
理
・
国
記
・
風
俗
・
兵
制
・
職
官
な
ど
十
五
の
大
類
と
一
百
八
十
三
の
細
目
か
ら
な

る
大
著
で
あ
る
。
著
者
の
傅ふ

雲う
ん

龍
は

り
ょ
う

、
明
治
日
本
の
実
情
を
天
下
に
公
に
す
る
こ
と
が

編
纂
の
目
的
で
あ
る
と
し
、
実
地
見
聞
に
基
づ
い
た
詳
細
な
記
述
を
残
し
た
。『
日
本
雑

事
詩
』
を
著
し
た
黄
遵
憲

こ
う
じ
ゅ
ん
け
ん

は
日
本
に
つ
い
て
詩
を
よ
み
、
そ
の
解
釈
を
附
し
て
日
本
を

紹
介
し
た
も
の
で
何
れ
も
史
料
的
価
値
が
高
い
。 

 

以
上
、
日
本
に
関
す
る
専
門
書
と
も
い
え
る
漢
籍
と
そ
の
写
本
を
通
し
て
中
近
世
か

ら
近
代
に
か
け
て
の
日
本
理
解
の
一
端
を
示
す
こ
と
が
で
き
、
好
評
を
得
ら
れ
た
。 

（
倉
嶋
） 

  
 
 

Ⅳ 

公
文
書
資
料
群
の
形
成 

  

平
成
二
十
三
年
八
月
十
六
日
（
火
）
か
ら
九
月
十
六
日
（
金
）
ま
で
、「
国
立
公
文
書

館
創
立
四
十
周
年
記
念
連
続
企
画
展
Ⅳ 

公
文
書
資
料
群
の
形
成
」
展
を
開
催
し
た
。

本
展
示
会
で
は
、
当
館
所
蔵
資
料
の
う
ち
、「
記
録
目
録
」
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
、
開
館

当
初
か
ら
貴
重
な
資
料
群
と
し
て
公
開
さ
れ
て
き
た
資
料
群
を
中
心
に
展
示
し
た
。 

 

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
五
月
一
日
の
閲
覧
開
始
当
初
、
国
立
公
文
書
館
で
目

録
が
公
開
さ
れ
て
い
た
の
は
、
「
公
文
録
」
「
太
政
類
典
」
「
公
文
類
聚
」
「
公
文
雑
纂
」

の
四
つ
の
資
料
群
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
順
次
目
録
が
公
開
さ
れ
、
昭
和
五
十
三

年
三
月
時
点
で
は
、
十
以
上
の
資
料
群
が
公
開
さ
れ
て
い
た
（
『
北
の
丸
』
第
八
号
）。

こ
れ
ら
の
資
料
群
は
、「
記
録
目
録
と
題
す
る
目
録
に
よ
っ
て
分
類
整
理
」さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
明
治
十
八
年
十
二
月
に
太
政
官
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
内
閣
制
度
が
創
始
さ
れ



 

 

一
五
九
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年
記
念
連
続
企
画
展
報
告 

た
の
に
伴
っ
て
設
置
さ
れ
た
内
閣
記
録
局
の
時
代
に
、「
現
存
の
形
に
編
冊
さ
れ
た
」
と

考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

「
記
録
目
録
」
は
、「
記
録
の
目
録
」
と
い
う
意
味
の
よ
う
で
、
図
書
と
は
区
別
さ
れ

た
「
記
録
」
に
つ
い
て
、
十
二
分
類
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
十
二
類
と
は
、「
公
文
、

巡
幸
録
、
日
記
、
上
書
建
白
、
職
務
進
退
、
公
文
類
聚
、
家
記
、
年
報
報
告
、
件
名
簿
、

単
行
書
、
記
録
材
料
、
諸
帳
簿
」
で
あ
る
。
そ
の
後
、「
官
報
、
貴
族
院
・
衆
議
院
議
事

速
記
録
」
が
加
え
ら
れ
、
全
十
三
分
類
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
分
類
が
ゆ
る
や
か

に
機
能
し
な
が
ら
文
書
が
保
存
さ
れ
、
開
館
し
た
国
立
公
文
書
館
に
引
き
継
が
れ
、
ま

と
ま
り
ご
と
に
公
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
内
閣
記
録
局
以
降
か
ら
国
立
公
文
書
館
の
開
館
ま
で
に
は
、
新
た
な
文
書
が

追
加
さ
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
伝
わ
る
も
の
、
整
理
さ
れ
た
も
の
、
昭
和
二
十
九
年

ま
で
継
続
的
に
追
加
さ
れ
た
も
の
な
ど
の
違
い
が
あ
り
つ
つ
も
、
記
録
目
録
の
十
三
分

類
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
。 

 

展
示
会
で
は
、
各
分
類
の
概
要
及
び
、
分
類
ご
と
の
代
表
的
な
資
料
を
展
示
し
た
。 

 

な
お
、
明
治
二
十
六
年
に
内
閣
記
録
局
が
廃
止
・
縮
小
さ
れ
た
翌
年
に
は
、
公
文
編

纂
例
則
（
明
治
二
十
七
年
）
に
お
い
て
、
公
文
類
聚
や
任
免
裁
可
書
な
ど
の
編
纂
が
定

め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
こ
の
公
文
編
纂
例
則
は
、
昭
和
三
十
年
に
内
閣
総
理
大
臣
官
房
総

務
課
文
書
保
存
規
則
の
制
定
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
法
令
の
原
議
な

ど
が
綴
ら
れ
た
公
文
類
聚
は
内
閣
公
文
へ
、
人
事
関
係
の
任
免
・
叙
位
・
叙
勲
裁
可
書

は
内
閣
人
事
公
文
へ
と
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
内
閣
総
理
大
臣
官
房
総
務
課

文
書
保
存
規
則
」
な
ど
も
展
示
し
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
内
閣
に
お
け
る
文
書

管
理
の
変
遷
を
う
か
が
う
こ
と
の
出
来
る
よ
う
な
内
容
と
し
た
。 

（
下
畠
）
（
文
責
・
土
屋
） 

 

 
 
 

Ⅴ 

将
棋
む
か
し
む
か
し 

  

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
（
火
）
か
ら
十
二
月
九
日
（
金
）
ま
で
、「
国
立
公
文
書

館
創
立
四
十
周
年
記
念
連
続
企
画
展
Ⅴ 

将
棋
む
か
し
む
か
し
」
展
を
当
館
一
階
の
展

示
施
設
を
利
用
し
実
施
し
た
。 

 

展
示
会
で
は
、
将
棋
の
歴
史
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
、「
将
棋
」
と
い
う
言
葉
が
資
料
上
に
初
め
て
現
れ
る
平
安
時
代
か
ら
明
治
初
期
ま

で
の
歴
史
を
紹
介
し
た
。
当
館
に
は
、
江
戸
時
代
以
前
の
将
棋
の
歴
史
を
知
る
う
え
で

重
要
な
『
新
猿
楽
記
』
や
『
二
中
歴
』
な
ど
の
書
物
や
、
江
戸
時
代
に
名
人
位
を
独
占

し
て
い
た
大
橋
家
ほ
か
二
家
か
ら
幕
府
に
献
上
さ
れ
た
詰
将
棋
集
、
将
棋
好
き
で
知
ら

れ
る
十
代
将
軍
徳
川
家
治
が
自
ら
編
ん
だ
詰
将
棋
集
、
他
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

将
棋
を
紹
介
し
た
『
諸
象
戯
図
式
』
な
ど
貴
重
な
資
料
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
わ
れ
わ
れ
が
親
し
ん
で
い
る
将
棋
は
、『
諸
象
戯
図
式
』
で
小
将
棋

と
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
以
降
、
将
棋
と
い
え
ば
一
般
的
に
小
将
棋

を
指
す
よ
う
に
な
る
が
、
現
在
で
も
小
将
棋
の
ほ
か
中
将
棋
も
愛
好
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
た
だ
歴
史
を
紹
介
す
る
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
と
考
え
、
古
今
に
お
け
る

詰
将
棋
集
の
最
高
傑
作
と
い
わ
れ
る
三
代
伊
藤
宗
看
の
『
象
戯
作
物
』
と
十
代
将
軍
徳

川
家
治
が
自
ら
編
ん
だ
『
御
撰
象
棊
攷
格
』
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
三
問
ず
つ
え
ら
び
来
館
者

に
挑
戦
し
て
も
ら
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
一
六
三
手
詰
め
（
！
）
と

い
う
難
問
も
あ
り
、
そ
う
そ
う
解
け
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
出
題
し
た
詰
将
棋

は
印
刷
し
、
解
答
を
つ
け
お
土
産
と
し
て
自
由
に
持
ち
帰
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。 

 
な
お
、展
示
内
容
は
平
成
二
十
四
年
一
月
十
六
日
よ
り
歴
史
公
文
書
探
究
サ
イ
ト
「
ぶ

ん
蔵
」
に
お
い
て
「
公
文
書
で
探
究
『
将
棋
む
か
し
む
か
し
』
」
と
題
し
十
二
回
に
わ
た
っ

て
連
載
し
た
。 

 

展
示
会
は
思
い
の
ほ
か
反
響
を
呼
び
、
『
朝
日
新
聞
』
（
平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
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九
日
付
夕
刊
）
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
展
示
内
容
は
『
将
棋
世
界
』（
二
〇
一
二
年

二
月
号
）
で
も
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
将
棋
連
盟
の
米
長
邦
雄
会
長
に
も
ご
来
場

い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
期
間
中
は
九
百
七
十
三
人
も
の
方
々
に

ご
来
場
い
た
だ
い
た
。
今
回
の
展
示
会
で
え
た
経
験
と
反
省
を
大
切
に
し
て
、
今
後
も

多
く
の
方
々
に
ご
来
場
し
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
展
示
を
お
こ
な
い
た
い
。 

（
後
藤
） 

 

Ⅵ 

明
治
期
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
日
本
建
築
・
日
本
庭
園 

  

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
三
日
（
火
）
か
ら
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
七
日
（
金
）

ま
で
、「
国
立
公
文
書
館
創
立
四
十
周
年
記
念
連
続
企
画
展
Ⅳ 

明
治
期
万
国
博
覧
会
に

お
け
る
日
本
建
築
・
日
本
庭
園
」
展
を
開
催
し
た
。 

 

当
館
所
蔵
資
料
に
『
聖
路
易
万
国
博
覧
会
ニ
於
ケ
ル
日
本
庭
園
俯
瞰
図
』（
一
八
三
―

〇
一
一
二
）
と
い
う
一
九
〇
四
年
に
開
催
さ
れ
た
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会
で
造
営

さ
れ
た
日
本
庭
園
図
が
あ
る
。 

 

こ
の
絵
図
は
、
一
つ
の
図
面
に
日
本
の
各
時
代
の
建
造
物
が
建
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
絵
図
の
説
明
に
は
日
本
語
と
英
語
の
二
カ
国
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

明
治
期
の
日
本
が
海
外
に
向
け
て
自
国
を
ど
の
よ
う
に
紹
介
し
た
の
か
が
視
覚
的
に
わ

か
る
。 

 

鎖
国
に
終
わ
り
を
告
げ
、
欧
米
に
肩
を
並
べ
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
た
明
治
日
本

に
と
っ
て
、
万
国
博
覧
会
と
い
う
場
は
日
本
と
い
う
国
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
に
、

絶
好
の
場
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
実
際
、
明
治
時
期
に
海
外
で
催
さ
れ
た
万
国
博
覧

会
に
お
い
て
、
日
本
建
築
や
日
本
庭
園
が
観
客
の
注
目
を
引
き
、
話
題
と
な
っ
た
。 

 

幕
末
・
明
治
時
代
に
行
わ
れ
た
数
々
の
万
国
博
覧
会
の
中
で
、
今
回
の
連
続
企
画
展

で
は
、
当
館
で
比
較
的
資
料
が
残
っ
て
い
る
以
下
の
万
国
博
覧
会
に
つ
い
て
十
九
点
の

資
料
を
展
示
し
た
。 

 
 
 

①
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
年
） 

第
二
回
パ
リ
万
博 

 
 
 

②
明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
） 

ウ
ィ
ー
ン
万
博 

 
 
 

③
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
） 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博 

 
 
 

④
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
年
） 

第
三
回
パ
リ
万
博 

 
 
 

⑤
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
年
） 

シ
カ
ゴ
万
博 

 
 
 

⑥
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
） 

第
五
回
パ
リ
万
博 

 
 
 

⑦
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
年
） 

セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
博 

 

展
示
資
料
の
う
ち
、
博
覧
会
開
催
時
の
日
本
建
築
事
業
に
携
わ
っ
た
人
物
に
関
す
る

解
説
に
は
主
に
『
任
免
裁
可
書
』
『
叙
勲
裁
可
書
』
『
叙
位
裁
可
書
』
等
を
用
い
た
。 

 

ま
た
、
具
体
的
な
日
本
庭
園
図
等
の
解
説
に
は
各
博
覧
会
の
報
告
書
を
使
用
し
た
。

例
え
ば
、
『
澳
国
博
覧
会
参
同
紀
要
』
（
ヨ
六
〇
六
―
〇
〇
〇
七
）
で
は
、
ウ
ィ
ー
ン
万

博
会
場
内
の
日
本
庭
園
を
訪
れ
た
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
が
日
本
人
大
工
た
ち
の

仕
事
ぶ
り
に
感
心
し
、
女
官
た
ち
に
カ
ン
ナ
の
削
り
屑
を
持
ち
帰
ら
せ
た
一
件
が
、
ま

た
、
シ
カ
ゴ
万
博
時
に
作
成
さ
れ
た
『
臨
時
博
覧
会
事
務
局
報
告
』（
ヨ
六
〇
六
―
〇
〇

〇
八
）
に
は
、
万
博
会
場
内
で
家
を
建
て
る
前
に
行
わ
れ
た
地
鎮
祭
が
万
博
開
催
前
に

も
か
か
わ
ら
ず
シ
カ
ゴ
市
民
の
間
で
話
題
に
な
っ
た
一
件
に
つ
い
て
の
記
載
が
残
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
当
時
、
建
物
・
庭
園
の
み
な

ら
ず
、
制
作
過
程
ま
で
注
目
を
浴
び
た
こ
と
を
展
示
で
示
す
こ
と
が
で
き
た
。 （

亀
島
） 
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